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★令和 5年 9月 の記録的大雨で「助川山市民の森」でも
大きな被害があり、特にひねり沢では遊歩道が削り
取られ、橋が流出したりの甚大な被害が発生した。

★この為、令和 5年 9月 以降は管理道路以外のルー ト
は立入り禁止処置が採られ、年明けもこの処置が継
続、今のところ修復は何時になるか不明の状況だ。

★こうした状況なので保全くらぶとしても例年通りの

保全活動が制約され、主として管理道路沿えの作業
が中心になると思われる。

★この状況の中でも保全くらぶとして出来ることは
やることにして、手作業中心だが、ビオ トープのミズ
バショウ周りに柵を超えて侵入した大量の上石を
柵外に排出しているが、放置しておくと土石を含ん
だ状態で固まりそうなので頑張って作業している。

★また、ネイチャーセンターの後、西側には 100本
以上の樹齢 40年を超える赤

松があり、そのうち 30本位が

枯れている。樹木の間隔が狭

く、処理が難 しいため現状は

枯損木が倒れてからの処理

が主体となつている。
★くぬぎ広場西側では、管理道

路から頂上が見えるように

し、市外からの来場者が最初
に日にするところなので頂上

と同じように、ツツジやニシ

キギなどを植え景観を良くし

たいと頑張っているところだ。

倒本の処理作業

景観向上作業
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間伐作業・国内整備作「
保全項目 実 施 日 作 業 内 容 作業の様子

間伐作業

1月 16日
1月 23日
1月 30日

(定例 。景観)

・馬力神植樹地の間伐実施。平成 13年(市)、 平成 16年 (保全
くらぶ)植樹後ほぼ間伐なしで来たので間伐作業を実施。

・樹木間隔が狭く「線香林」で枝が少なく樹高が高い状態。
・健全な林とする為、総数 280本中 130本を伐採予定で、

2年に宣り作業することとし、本年度分間伐を実施した。

景観向上

作業

1月 25日
2月 1日

2月 8日

(野草)

くぬぎ広場西側の景観向上作業を3回に亘り実施した。
1月 25日 は管理道路側にヤブツバキを移植 した。
2月 1日 はおむすび池バイパス付近からツツジを採取し、
40本程移植し、これが値付けばツツジ移植は 1段落。
2月 8日 はニシキギ約40本をツツジの間に移植 した。
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側溝掃除

作業

2月 13日

2月 20日
2月 27日

(景観・定例)

・管理道路側溝の土砂掃除と堆積している落葉収集作業を
実施。側溝掃除は馬力神からおむすび池にかけ、更に森の

教室八日まで頑張りたいのであと2、 3日程度は必要。
・ 2回 日で S字のバイオ トイレ迄、3回 日で助中植樹地まで

終了。作業日は20度の陽気や冷たい強風の日もあった。
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修復作業

2月 15日

(野草)

・昨年9月 の大雨でビオ トープ柵内に流入、堆積 した土石
の柵外排出作業を今回含め数回に亘り実施した。

・ ミズバショウ生育場所に堆積 した大量の土石排出は、全体
の約 1/3程度まで搬出出来たかと考えている。

・これで先ずはミズバショウが復活することを期待したい。

★市高齢者資格取得支援
補助制度を活用の各種

資格取得への挑戦 !。

★高齢者の生きがい作り

機i会拡大:と 云うことで

取得経費の 1部補助制
度。「くらぶ員」も挑戦
してみてはどうか。

★事前に市に補助対象か

確認要、合格後に申請。
★木幡さんも「森林インスト
ラクター」で申請・認可済。

★担当 :市役所
高齢者福祉課
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、新年

度初 日の作業の後半
に、森の教室前広場の

日陰で、時々日も当た

る場所に、昨年植菌し

たシイタケの構木約
120本、柵を作 り立て

掛けた。豊作期待 !

を楽しむ

★馬力神付近の植樹林の

間伐作業で伐採 したコ

ナラ等でシイタケ栽培
の原木に適 したもの約
160本を森の教室ヘ

運搬 し、保管中。
★温かくなってから原木

へ植菌の予定。

★成長過程観察用にカブ

トムシ幼虫を市内の保

育園や成小に提供した。
★木幡さんに4保育園、計
80匹余り、平井さんには

成小へ30匹提供戴いた。
★残り30匹程度で腐葉土

作りで 200匹程捕獲か。

*総会のお知らせ *

☆期
★場
☆議

轟 14月 6日
所 :森砂教室前広場
題 :令和 5年度実績

令和 6年度計画
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台風被害復旧までの助川山保全活動

カプト血幼虫の麟



F助り|!山市民の森」の冬の野鳥

★冬は野鳥観察に適していると云われているよう
だ。春の野草が花開く前に、野鳥観察をしながら

散策し、山を楽しんで貰いたい。
★この時期、助川山でも良く見られる野鳥の人気者

はジョウビタキと思わ

れる。オスは色合いが

良く、分かり易い。

山の作業の時、近くの枝

に留ったり愛嬌もある。
★同じく人気者にル リピ

タキがいる。オスは鮮

やかな瑠璃色だがメス

は地味な色合いだ。

★一般に良く知られているか不明だがウソ

と呼ばれる冬鳥がいる。数羽が本に止 り

小さな声で鳴くが、名前の由来は日笛を

意味する古語の「うそ」から来ていて、
ヒーホーと鳴き、日笛のように聞こえる

事から名付けられたと云う。
★次に、鮮やかな紋様が目立つ  ・

キツツキのアカゲラとコグラ。
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アカグラの体長は 20c mを 超え

るがコグラはスズメと同じ位で

日本のキツツキでは 1番小さいと云う。
★さて、春にかけて人気のウグイスは冬場

は地鳴きだが、春のさえづ りが待たれる。
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☆季節の野草便り

昨年 9月 の大雨でひねり沢の流域には大量の土

砂が流れ込み、遊歩道などを覆いつくした為、今
まで見られた草花が見られなくなる心配がある。
未先のユ l'ワ サビ、ニリンソウに続きカキドオシ

などはどうなるか大変気になるところです。
ただ、砂防ダムのところに大量に生えるイタドリ
が死滅してくれればと思うのですが…・・。
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☆季節の樹木便 り

全国的に被害が拡がっていると云 う「ナラ枯れ」
だ。助川山でも「ひよどり越え」のミズナラに始ま

り、やまぐりの丘や馬力神でも見つかり、被害が

広がる心配が出てきた。今のところ市に

報告し処置を依頼することになるが、被害
が拡大しないよう方策は無いものか。
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◆昨年 9月 の台風の影響によりひね り沢を中心に各 ト
レールは立入禁止としているが、入山者の立ち入 り

が跡を絶たない。見かけた場合は声をかけ、立入 り禁
止の旨徹底させるよう願います。

◆助川山入日、おむすび池西南と馬力神植樹地等にて

カシノナガキクイムシの穿虫孔が多数確認 されて
いる。ナラ枯れ被害が拡大 しないよう市には早期の

処置をお願いしているが、各位には穿虫孔が確認さ

れた場合は当該木の幹一周に黄色広幅粘着トフ・を

貼 り、表示をお願いします。(テ
ーフ

°
は森の教室に常備)

◆最近、枯損木が増え強風が吹くと枝折れ、倒本が散見
される。パ トロール時には鋸を携帯し、来園者に被

害が出ないよう枝切等の処置をお願いしたい。

担当 :(梶川 )

令和 5年度のパ トロール計画と実施 目数

月 4 5 6 8 9 10 11 12 2

計画 3 4 3 3 2 3 3 2 ４
４
ュ

3

実施 3 2 2 3 2 3 3 2 4

中止 0 2 0 0 0 0 0 0 0
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くらぶ内外の話題
◆樹木の呼吸について

樹木の光合成は広く知られているところですが、呼吸につい

てはあまり知られていないように思われる。
◆樹木など植物は、光合成によつて大気中の二酸化炭素(002)

を吸収することは良く知られてお り、地球温暖化に影響する
二酸化炭素の増加を抑止する働きがあると言われています。

◆一方、樹木などの呼吸は、空中の酸素を取 り込み、樹木に蓄え
ている栄養からエネルギーが作られ、その過程で二酸化炭素
が出来、排出され、これを呼吸と云うようです。

編集後配

◆昨年 9月 の大雨被害で「ひねり沢」など

が大きな被害を受けたので通行不可と

なり、いろいろ観察しながら会報の記事

を書くにもかなり制約となつている。
◆一方、体調の方は腰痛がひどくなり、歩

行に支障を来してお り、野草開花など時

期を得た観察が大事なので、暖かくなる

頃には何とか歩行が普通に出来るよう
にと期待 しているところ。
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